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［令和７年３月］

テーマは「宮城県の有機農業の取組状況（2020年農林業センサス）」

米

本分析結果の利用にあたって（留意事項）
農林業センサスにおける有機農業とは、『化学肥料及び農薬を使用せず、遺伝子組換え技術も利用しない農業のことで、減化学

肥料、減農薬栽培は含みません。また、自然農法に取り組んでいる場合や有機ＪＡＳの認定を受けていない方でも、化学肥料及び農

薬を使用せず、遺伝子組換え技術も利用しない農業に取り組んでいる場合は、有機農業に該当します。なお、販売を目的とせず自給

用のみに作付けした(栽培した)場合は、含めません。』との定義となっています。

ただし、農林業センサス調査において有機農業に取り組んだ農業経営体を対象に実施した「令和３年度有機農業等の取組に関す

る意識・意向調査」において、有機農業の取組が一番大きい作目で使用している全ての資材を聞いたところ、化学肥料、化学合成農

薬、生物農薬等の資材を使用したとの回答が相当数あったことから、実際には減化学肥料、減農薬栽培に取り組んでいる農業経営体

が、農林業センサス調査において有機農業に取り組んでいると回答した可能性があるものを含んだ数値であることに留意する必要が

あります。

宮城県の有機農業の取組面積は都府県で２位、取組経営体数は９位
有機農業に取り組んだ作付（栽培）面積について、宮城県は、5,649haで都府県（北海道を除

く）で２位となっており、東北ではトップとなっています（図１）。

取組経営体数については、2,091戸で都府県で９位となっており、東北では岩手県に次ぐ経営

体数となっています（図２）。

図１ 有機農業の取組面積上位（10位）都府県 図２ 有機農業の取組経営体数上位（10位）都府県
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計 5,649

水稲 4,732

大豆 331

野菜 184

果樹 77

その他 325

面積（ha）

宮城県の有機農業の約84％は水稲

宮城県内における有機農業に取り組んだ
作物別の作付（栽培）面積については、以
下のとおり、となっていますが、有機農業
の面積の約84％は水稲となっています（表
１、図３）。

図３ 作物別有機作付（栽培）面積割合

表１ 作物別有機作付（栽培）面積

(%)



図６ 大豆有機農業に取り組んだ
作付（栽培）面積の上位市町村

図７ 野菜有機農業に取り組んだ
  作付（栽培）面積の上位市町村

図８ 果樹有機農業に取り組んだ
作付（栽培）面積の上位市町村

水稲以外作物の有機農業に取り組んだ作付（栽培）面積の上位市町村は、大豆は、第１位大

崎市102ha、第２位登米市85ha、第３位角田市33ha、野菜は、第１位蔵王町33.6ha、第２位仙台

市29.2ha、第３位登米市25.1ha、果樹は、第１位蔵王町25.2ha、第２位亘理町7.0ha、第３位丸

森町6.6haとなっています（図６、７、８）。

なお、 販売目的作付面積に占める有機栽培面積割合の上位市町村については、大豆が、七ヶ

宿町44.4％、大和町29.1％、野菜が、川崎町35.9％、蔵王町29.3％、果樹が、大衡村65.9％、

美里町28.2％などとなっています。

有機農業に取り組んだ作付（栽培）面積の状況（宮城県市町村別）

有機農業に取り組んだ作付（栽培）面積を市町村別に見ると、第１位は登米市の1,284ha、第

２位は大崎市の969ha、第３位は角田市の623haとなっています。なお、経営耕地に占める有機

栽培面積割合は、角田市が１番高く18.8％となっています（表２、図４）。

また、水稲有機栽培に取り組んだ作付（栽培）面積の市町村別は、第１位登米市1,102ha、第

２位大崎市819ha、第３位角田市544haとなっています。なお、販売目的に栽培された水稲栽培

面積に占める有機栽培面積割合は、角田市が24.8％と栽培面積計同様１番高くなっています

（表３、図５）。 

表２ 市町村別有機
栽培面積計

図４ 有機農業に取り組んだ
作付（栽培）面積割合

図５ 水稲有機農業に取り組んだ
作付（栽培）面積割合

表３ 市町村別水稲
有機栽培面積

市町村

水稲有機

栽培面積

（ha）

登米市 1,102

大崎市 819

角田市 544

石巻市 372

大和町 229

涌谷町 184

亘理町 178

美里町 144

大郷町 117

仙台市 109

市町村

有機栽培

面積

（ha)

登米市 1,284

大崎市 969

角田市 623

石巻市 442

大和町 262

涌谷町 196

亘理町 189

蔵王町 169

仙台市 169

美里町 158
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地域類型別の状況

有機農業に取り組んだ作付（栽培）面積を地域

類型別に見ると、平地農業地域が3,933ha（全体

の69.6％）と一番多く、続いて中間農業地域の

1,132ha（20.0％）となっています。

また、経営耕地面積に対する有機農業に取り組

んだ作付（栽培）面積の割合を地域類型別に見る

と、中間農業地域が5.8％と最も高く、以下、平

地農業地域、山間農業地域、都市的地域の順と

なっています（図９）。

なお、有機農業に取り組んだ作目別の面積割合

を地域類型別に見ても、平地農業地域で約９割、

都市的地域で約８割、中間農業地域で約７割、山

間農業地域でも６割以上と水稲が高くなっており、

中間農業地域及び山間農業地域では、その他（飼

料作物など）の割合についても高くなっています

（図10）。

図10 地域類型別の有機農業
に取り組んだ作目別面積割合

図９ 地域類型別の有機農業
に取り組んだ作付（栽培）面積

注：折れ線の数値は経営耕地面積に対する有機農業に取り組んだ面積割合
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注：折れ線グラフの数値は各階層における有機農業に取り組んだ経営
体数の割合

主副業別経営体（個人経営体）の状況

有機農業に取り組んだ個人の経営体数を主

副業別に見ると、副業的経営体が1,056経営

体と最も多くなっていますが、各区分におけ

る有機農業に取り組んだ農業経営体数の割合

では、主業経営体が10.5％と最も高く、なか

でも65歳未満の農業専従者がいる主業経営体

は11.7％となっています（図11）。

図1１ 主副業別の有機農業
 に取り組んだ個人経営体数

注：（ ）内は各区分における有機農業に取り組んだ経営体数の割合

うち、65歳未満

の農業専従者が

いる経営体数

459（11.7％）

うち、65歳未満

の農業専従者が

いる経営体数

183（10.5％）

経営主の年齢階層別の状況

有機農業に取り組んだ農業経営体を経営主

の年齢階層別で見ると、60歳～69歳が890経

営体（全体に占める割合42.5％）と最も高く

なっています。

一方、各階層における農業経営体数に占め

る有機農業に取り組んだ経営体数の割合は、

年齢が若い階層が高く、39歳以下の農業経営

体では約１割の経営体で取り組まれています

（図12）。

図1２ 経営主の年齢階層別の有機農業
に取り組んだ経営体数



-お問合せ- 東北農政局宮城県拠点 分析担当 電話：022-221-6404
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参考資料：有機農業をめぐる事情（令和７年２月）より抜粋


	スライド 1:  　　　　MAFF NAVI 
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

